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新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

皆
さ
ん

『

新
型
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ』

と
い
う
言
葉
を
ご
存
知

で
し
ょ
う
か
？

そ
の
名
の
通
り
、
新
し
い
型

の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
と
い
う
意

味
で
す
。
こ
れ
ま
で
ヒ
ト
に
感

染
し
な
か
っ
た
型
の
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
ウ
イ
ル
ス
が
そ
の
性
質

を
変
え

(

変
異
し)

、
ヒ
ト
へ

と
感
染
す
る
よ
う
に
な
り
、
そ

し
て
ヒ
ト
か
ら
ヒ
ト
へ
と
感
染

す
る
よ
う
に
な
る
と

『

新
型
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ』

と
な
り
ま
す
。

こ
れ
ま
で｢

ス
ペ
イ
ン
か
ぜ｣

・

｢

ア
ジ
ア
か
ぜ｣

・｢

香
港
か
ぜ｣

と
い
う
名
前
で
世
界
的
に
大
流

行
し
、
多
い
と
き
に
は
世
界
で

数
千
万
人
が
亡
く
な
ら
れ
て
い

ま
す
。
現
在
、
数
あ
る
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
の
中
で
も
Ｈ
５
Ｎ
１

型
、
通
称

『

ト
リ
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ』

が
変
異
し
、
新
型
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
と
な
る
可
能
性
が

強
く
示
唆
さ
れ
て
い
ま
す
。

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が
発

生
し
た
場
合
、
す
べ
て
の
人
々

は
そ
の
ウ
イ
ル
ス
に
対
し
て
抵

抗
力

(

免
疫)

を
持
た
な
い
た

め
、
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
、

ヒ
ト
の
間
で
広
範
囲
に
か
つ
急

速
に
拡
が
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

さ
ら
に
、
飛
行
機
な
ど
交
通
機

関
の
発
達
な
ど
か
ら
、
短
期
間

に
地
球
全
体
に
拡
大
す
る
と
考

え
ら
れ
ま
す
。
こ
れ
は
庄
原
も

例
外
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

さ
て
、
そ
の
可
能
性
を
最
も

示
唆
さ
れ
て
い
る

『

ト
リ
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ』
で
す
が
、
タ
イ
・

ベ
ト
ナ
ム
・
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
な

ど
を
中
心
に
多
く
の
国
で
発
生

し
て
お
り
、
平
成
19
年
７
月
11

日
の
時
点
で
、
患
者
数
３
１
８

人
、
死
者
１
９
２
人
、
死
亡
率

は
60
・
４
％
と
非
常
に
高
率
で

す
。[
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現
在
も

『

ト
リ
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ』

に
関
し
て
は
不
明
な
こ

と
が
多
く
、
新
た
に
認
可
さ
れ

た
ワ
ク
チ
ン
や
現
在
の
抗
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
ウ
イ
ル
ス
薬
【
タ

ミ
フ
ル･

リ
レ
ン
ザ･

ア
マ
ン
タ

ジ
ン
】
が
ど
の
程
度
効
果
が
あ

る
か
、
明
確
に
さ
れ
て
い
ま
せ

ん
。ま

た
、
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
が
発
生
し
た
場
合
、
国
【
厚

生
労
働
省
】
は
、
日
本
人
の
４

人
に
１
人

(

３
２
０
０
万
人)

が
感
染
し
、
死
亡
者
は
64
万
人

に
達
す
る
と
予
測
し
て
い
ま
す
。

そ
れ
に
対
し
て
国
は
、
タ
ミ

フ
ル
の
備
蓄
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
、

保
健
所
に
よ
る
対
応
な
ど
を
挙

げ
、
拡
大
を
防
止
・
最
小
限
に

し
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
し
か

し
、
現
実
的
に
は
、
そ
れ
ら
の

対
応
だ
け
で
感
染
拡
大
を
防
止

す
る
こ
と
は
不
可
能
な
た
め
、

皆
さ
ん
一
人
一
人
の
対
応
・
予

防
が
必
要
に
な
っ
て
き
ま
す
。

さ
ら
に
、
現
在
流
行
し
て
い

る
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
と
新
型
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
臨
床
現
場
で

判
別
す
る
こ
と
は
と
て
も
困
難

な
こ
と
か
ら
、
新
型
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
を
含
め
て
、
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
に
か
か
ら
な
い
よ
う
予

防
す
る
こ
と
が
、
最
も
重
要
で

あ
る
と
考
え
ま
す
。
そ
こ
で
、

次
に
挙
げ
る
内
容
を
守
っ
て
、

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
を
予
防
す
る

こ
と
を
お
す
す
め
し
ま
す
。

広報しょうばら 2007.10 ��
・外出後 (帰宅時)､ 必ずうがいと手洗いを行う
・十分に休養をとって､ 抵抗力を高める
・日頃からバランスの良い食事､ 栄養素をとる

・人が集まる場所 や 病院 に行く際は､ 必ず サージカルマスク (※�) を着用する
症状の有無に関わらず､ 来院されるご自身やご家族､ 入院患者さんの身を守るためにとても
重要です！

※�通常のガーゼマスクは効果があまりないので､ 『サージカル』 と名のつくマスクを着用しましょう
・インフルエンザワクチンを接種する
・(不必要な)人混み､ 繁華街への外出を控える
・新型インフルエンザの情報に耳を傾ける
・流行地への旅行や訪問を避ける

現状では､ 『新型インフルエンザ』 の発生と流行を防ぐことは困難であるため､ 市民の皆さん
一人一人の認識と予防が重要となってきます｡ ご自身だけでなく､ 大切な家族・友人を守るため
にも､ インフルエンザに負けない体づくりと予防に努めましょう｡

年間を通して注意していただくこと

インフルエンザ流行期(通常11月～４月)に注意していただくこと�������������


